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毛髪への陽イオン界面活性剤，トリメチルステアリルアンモニウムクロリド
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【目的】　リンスの主要な成分である陽イオン界面活性剤、トリメチルステアリルアンモ
ニウムクロリド（ＴＳＡＣ）、の毛髪への吸着機構について研究した、TSACの毛髪べ
の吸着量の測定（濃度、温度、毛髪の種類の違い）から各種の吸着パラメーターを算出し、
さらにＥＳＣＡ（光電子分光分析）によって毛髪の表面分析を行い、吸着機構を推定した。

　【方法】　３種類（ノーマルヘアー、パーマヘアー、漂白ヘアー）の毛髪を使用した。各種濃度（0～1.5×lO'M）のTSAC20㎡と毛髪0.2gを試験管に入れ、30°C及び4o℃の
恒温槽で一日振騰させ、24時間後の毛髪への吸着量から飽和結合数と結合定数を算出し、
結合の熱力学的パラメーターを求めた。またESCAを使用して毛髪の表面分析を行った。

　【結果】　ＴＳＡＣの毛髪への吸着は３種類の毛髪いずれについてもＴＳＡＣ濃度が増すにつれ吸着量が増加し、ノーマル、漂白、パーマの順に吸着量が多かった。 ＴＳＡＣの飽
和結合数はパーマ＞ノーマル≧漂白となり、結合定数は漂白≫パーマ≫ノーマルという順
であることが解析の結果明らかとなった。結合の△Ｇ及び熱力学的パラメーター△H,△
Ｓはノーマル、パーマ、漂白の順に大きかった。またESCAによる分析から、TSAC

は毛髪の表面に存在していることが分かった。結合によってＴＳＡＣや毛髪中の各種原子
の受ける影響は小さかった。しかし窒素原子のピーク比からパーマヘアーの場合、他のヘ
アーに比べＴＳＡＣがより深い位置にまで存在していると推定された。PHによる結合量

の変化から、結合には疎水的な力に加えて静電的な力も関与していることが分かった。
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　目的　近年，衣類の洗浄に用いJられる界面活性剤や有機溶剤による環境負荷が問題とな

っている。そこで環境負荷をできるだけ少なくする洗浄法を検討するために，モデル洗浄
系を用いて炭素数の異なる各種アルコール添加による粒子付着抑制効畢を調べ，付着の自

由エネルギー変化を基に検討した。

　方法　粒子にはポリェチレン球，基質にはシランカップリング処理したガラス平板を用

いた。使用したアルコールはメタノール，エタノール, 1 －プロパノールt ブタノー

ルである。光学セル中に所定のアルコール濃度に調整した粒子分散液を満たし，基質を分

散液中に浸漬する。磁気攬絆子を用いて分散液を１時間ゆっくりと攬絆したのち，基質に

付着した粒子数を光学顕微鏡を用いて計数した。粒子，基質. 液体の表面自由エネルギー

はWilhelmy法に基づいて実験的に見積もった。

　結果　付着粒子数n aはアルコール濃度の増加とともに減少し，炭素数の大きいアルコ

ールほど付着抑制効果は大きかった。例えばよブタノールの場合, 1 ％の添加で付着粒子

数は３分の１程度となった。アルコール水溶液の表面自由エネルギーは濃度とともに減少

し，炭素数が大きいアルコールほど表面自由エネルギー低下能も大きかった。粒子，基質，

液体の表面自由エネルギー測定値を用いて付着の自由エネルギー変化△Ｇを求め> n 。と
の関係を調べた。いずれのアルコールを用いたときの結果もほぼ同一曲線上にプロットさ

れ，△Ｇの負値が減少するとn aが減少する傾向が認められ，アルコールによる粒子付着
抑制効果を説明することできた。
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